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（５）研究成果の概要（公開） 
遺伝子発現制御の１つである、エピジェネティクス制御には複数の経路があるが、抑制系の制御として、

DNA のメチル化とならんでヒストン修飾が有名である。抑制系のヒストン修飾にも多種あるが、そのひと

つにヒストン H3 の 9 番目のトリメチル化（H3K9me3）がある。H3K9me3 は、heterochromatin protein 
1 (HP1)というタンパク質により認識される。京都大学 高田研究室との共同研究で、シュミレーションに

より、HP1 はヌクレオソーム上で、構造を変化させながら DNA と結合解離をくりかえし、ターゲット部

位を探すことが示唆されている（Watanabe et al., Biophysical J. 2018）。これまで、HP1 の H3K9me3
に対する結合など生化学的な性質並びに部分的な構造は報告されていても、まだ動的な性質は明らかにさ

れていない。 
 本年度は、HP1 の動的性質を、電子スピン共鳴法を用いて明らかにしようとした。HP1 は、内部に２つ

のドメイン（CD と CSD）があり、CSD を介して 2 量体化する。酵母の HP1（swi6）は、2 量体中の２

つの CD が、H3K9me3 非存在下では会合し inactivated な構造をとるとされている（Canzio et al., Nature 
2013）。私は、CD 内部のアミノ酸に電子スピンを導入して、ヒト HP1 の運動性を CW-ESR で調べたとこ

ろ、H3K9me3 非存在下でも会合することなく自由に動き回ることが明らかになった（Suetake et al., 
BBRC, 2021）。つまり、ヒト HP1 は、swi6 と違って、常に H3K9me3 を認識しょうと動いていることが

分かった。 
全長ヒト HP1 においても、2 量体 CSD ドメインの結晶構造のように、CSD の構造が保っているか知ら

れていなかったので、DEER（PELDOR）を用いて CSD 間の距離を測定し、その安定性について解析

した。その結果、溶液中でも CSD ドメインと同じ構造を安定に保ち、揺れがないことが明らかになっ

た。現在は、HP1 分子内で、構造をとらない領域の動的性質について、研究を進めている。 
 


